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2014年 4月15日(火)第177号 
 

ふれあい情報 

 

介護保険制度改悪反対   衆議院･厚労委員会 

 

全力で国会傍聴の闘いを取り組む  

退職者連合第９回常任幹事会で決定 

 退職者連合は、4月 15日に

開いた第 9 回常任幹事会で介

護保険の改訂等を審議する衆

議院厚生労働委員会への傍聴

行動を取り組むことを決めま

した。当面、審議が行なわれ

る4月 25日、5月7日・9日、

14日の4日間、取り組みます。 

 介護保険制度から「要支援」

を切り離し、自治体移管しよ

うとする動きに対して退職者

連合は昨年後半から改悪反対

で自治体要請、厚労省要請、

民主党要請と全国的な運動を

展開してきました。   

全国的運動の取り組みを

繋げる闘い 

 

力ずくで審議打ち切り

を目論む政府・与党 

 
 退職者連合の今回の傍聴行

動は、政府・与党がころ会い

を見て、力ずくで審議を打ち

切ろうという多数横暴の目論

みを阻止し、要支援者に対す

る保険給付の事実上の打ち切

りを断念させるために、現段 

 

帯して国会の内外を貫く闘い

にしていきます。 

傍聴行動は、中央退職者組

織を軸に毎回30人規模で実施

し、衆議院議面では民主党の

国会議員から審議のポイント

などについてあいさつを受け

ることにしています。 

なお、退職者連合では、「ふ

れあい速報」を通じて、傍聴

状況を随時報告します。 

民主党と連携、院内外 

の連帯した闘いを！ 

階でできる最も効果的な運動

として位置づけ、国会審議を

傍聴し、政府・与党に圧力を

かけるためです。 

 

審議会では、民主党が全力

で政府を追及する構えで、退

職者連合として民主党と連

帯 

  

貫く闘いに 

△介護保険制度の改悪阻止に向けて国会傍聴行動に取り

組むことを決めた第９回常任幹事会。（4月 15日、連合

本部） 

http://tr.jtuc-rengo/
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    お年寄りでにぎわう巣鴨「とげぬき地蔵」前で 
 

 

             

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

                

 

 

 

 

 

  

 
 

△昼休みには、多くのＯＬやサラリーマンが訪れた。（3月27日） 

 東京高退連は、4月14日午後 2時から「おばあちゃ

んの原宿」で有名な「とげぬき地蔵」（都内・豊島区）

がある巣鴨駅頭で介護保険制度改悪を訴える街頭宣伝

行動を行いました。この日は、庚申の日（4日,14日,24

日）の「４の日」にあたり、とげぬき地蔵通りは、身

動きがとれないほど大勢のお年寄りであふれていまし

た。行動には、東京高退連から 40名の会員が参加し、

「安心・信頼の介護保険制度を実現しよう」と呼びか

けるテイッシュペーパー1 万個を配布しました。退職

者連合からも菅井義夫事務局次長、林道寛事務局次長

が参加しました。 

 巣鴨駅頭では連合東京の宣伝カーから、行き交うお 

年寄りの皆さんに東京高退連の福島恒男会長が、「何と

しても介護保険制度の改悪は許さない」と訴え、また菅

井義夫事務局次長もマイクを握り、「安心して老年期を

迎えられる国づくりをしましょう」と呼びかけました。 

 またこの日の行動には、連合東京の須永謙治会長代理

が参加、現退一致での取り組みでした。 

駅頭では、ティッシュを受け取ったおばあちゃんたち

が、訴えを聞いたり、話しかけてくるなどこの問題への

関心の高さを見せました。 

 退職者連合では、こうした街頭行動を全国で取り組

み、25日から始まる国会傍聴行動につなげようと呼びか

けています。 

 

東京高退連  街頭で介護保険改悪反対訴え 
 

「ＪＰ労組退職者の会」船出 

4月 9日午後、新しく船出した日本郵政グ

ループ労働組合退職者の会（略称：ＪＰ労組

退職者の会）の菰田義憲会長が、退職者連合

本部を訪れて阿部保吉会長に対して全国設

立総会の報告と退職者連合に加盟していた

郵政退協とＰＵＣ退職者の会の解散に伴う

両退職者組織の名称変更を届け出しました。 

ＪＰ労組退職者の会は、前日の 4月 8日に

都内のホテルＪＡＬシティ田町（東京都港

区）で全国設立総会を開きました。届け出会

員数は、5万5,000人です。この日は、同退

職者の会の川島靖副会長、青木研一副会長、

五十嵐久事務局長も同席しました。届け出を

受け取った阿部会長は「5月に開催する第 5

回幹事会で承認手続きをとることになる」と

応じました。 

 

 

△にぎわう「おばあちゃんの原宿」。（4月14日、

巣鴨・とげぬき地蔵通り） 

△あちこちでおばあちゃ
ん達が話しかけてきた。 

△菰田会長（左）が阿部会長に届け出。 福島会長 菅井次長 須永会長代理 


